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1．はじめに  

 

伊豆大島は国内有数の活動的な火山であり、直近

5 回は、36～39 年間隔で中規模クラスの噴火が発

生しています。また、大規模噴火は概ね 150～200

年間隔で繰り返されており、直近の大規模噴火の発

生からは約 240 年が経過しています。前回の

1986 年噴火では、565 年振りに山腹で割れ目噴

火が発生し、元町地区に溶岩流が流下。被害の拡大

が懸念され、全島民島外避難という未曾有の事態を

招きました。これを機に、国・東京都・大島町・防

災関係機関等によって、火山監視観測体制の強化、火山砂防事業の推進、火山噴火緊急減災

対策砂防計画の策定、火山防災マップ・マニュアルの作成、総合防災訓練等、様々な火山防

災対策が進められてきました。 

しかし、歳月の流れにより噴火災害経験者が高齢化し、人々の記憶も風化し、当時の噴火

史料も散逸の恐れがあります。また、人口減少・高齢化・単独世帯の増加・地域コミュニティ

の希薄化等、社会構造が大きく変化しており、緊急時の初動対応の困難性が懸念されます。

すなわち、過去に学ぶ機会が刻一刻と失われつつあるとともに、過去の知見や既存の防災対

策が次世代に十分に活かしきれないことが危惧されました。 

そこで、2016 年 11 月に 1986 年噴火から 30 周年を迎えるにあたりこの節目を重要

な契機と捉え、大島町のあらゆる主体が参画する実行委員会を立ち上げ、災害教訓を次世代

に継承し、次期噴火への備えを見直すことを目的とした総合的な「噴火 30 周年事業」を展

開しました。 

防災教育チャレンジプランは、この 30 周年事業との連携による相乗効果をねらいながら、

子どもたちの主体的な活動により地域の災害教訓を継承することによって、子どもたち自身

がこの大島町の「災害・防災」を見つめ、安心安全な未来を考え担う力を身につけることを

目的として実施しました。 

この取り組みの一連の様子を報告書に記すこと

によって本プランにご協力いただいた皆様に感謝

の意を表するとともに、大島町の次世代の子どもた

ちはもちろん、他の火山地域の子どもたちにも、本

プランの成果が受け継がれ、火山防災力向上の一助

となることを期待します。 

  

1986年伊豆大島火山噴火 

船による全島民避難の様子 
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2．実施概要  

【実施目的】 

1．火山噴火を経験したことがない島内の子どもたちが、噴火災害について知り、火山を身

近に捉え、災害時の対応を考える機会をつくる 

2．噴火災害経験者が高齢化していることから、その災害体験・災害教訓を絶やさず次世代

に継承する 

3．2013 年に発生した大規模土砂災害によって土砂災害に対して強い意識が向いている現

状に加え、子どもたちの視点を通じて、近い将来に再び起こり得る可能性がある火山噴

火災害に対しても、大人たちの防災意識の向上を促す 

【実施期間】 

2016 年 4 月 ～ 2017 年 2 月 

【実施対象】 

大島町立つばき小学校 6 年生（25 名） ： 担任 川崎 毅 教諭 

大島町立さくら小学校 5 年生（17 名） ： 担任 小齋 俊 教諭 

大島町立つつじ小学校 5 年生（6 名） ： 担任 秦 佑太 教諭 

【実施内容・スケジュール】 

①事前学習会 2016年 4～5 月  

◎本事業の目的と取り組み内容を児童一人ひとりに自覚させる 

まずは、伊豆大島火山の噴火現象の特徴と火山災害を科学的に学ぶ。そのうえで、大人

たちから火山噴火体験についてインタビューしてとりまとめ、それを発表することに

よって、得られた災害教訓を今度は子どもたち自ら島民に伝承するとともに、防災意識・

噴火災害への備えの必要性を呼び掛ける。 

◎具体的目標として取り組む事項 

「伊豆大島の火山噴火の歴史を知る」 

「専門家の説明から、火山噴火によって起こり得る現象と被害、防災を知る」 

「噴火災害体験者の話を聞く」 

「壁新聞を作成して、島民に火山災害・防災を呼びかける」 

 

②聞き取り調査準備 2016年 5～6月  

◎聞き取り調査・調査結果とりまとめ・壁新聞製作の作業工程のグループ分けを行う 

◎噴火災害経験者・防災関係者を選定し、対象者ごとの聞き取り調査項目を作成する 
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③聞き取り調査の実施 2016年 5～9月  

◎噴火災害体験者を招いて聞き取り調査を行う 

◎町の防災担当・消防・警察等を訪問して聞き取り調査を行う 

◎グループごとに調査結果をとりまとめる 

◎家族・親戚・近隣者等の身近な大人に聞き取り調査を行う 

◎各自で調査結果をとりまとめる 

 

④聞き取り調査結果のとりまとめ 2016年 5～9月  

◎グループごとに結果をとりまとめ、その感想と壁新聞で伝えたいメッセージを考える 

 

⑤壁新聞制作 2016年 9～11月  

◎壁新聞のレイアウトアイデアを出し合い、製作する 

◎火山防災について学んだ内容と伝えたいことを再確認する 

◎口頭発表の準備と練習を行う 

 

⑥校内発表会 2016年 12月  

◎各学校で保護者を招いて壁新聞の口頭発表会を開催する 

 

⑦「噴火 30周年シンポジウム」での発表 2016年 12月  

◎シンポジウム会場での展示発表、及びステージで口頭発表する 

 

⑧島内展示 2017年 1月  

◎島内各地区の公民館等公共施設において壁新聞を巡回展示する 

 

⑨小冊子制作・配布 2017年 1～2月  

◎実施過程と壁新聞をとりまとめた小冊子を製作する 

◎島内及び島外火山地域（自治体・学校等）に配布する 

 

⑩今後に向けた企画会議の実施 2017年 3月  

◎会議開催：島内生活指導主任会にて本プランの成果を確認する 

◎継続実施に向け、大島町教育委員会において教育課程に防災教育実施を策定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施スケジュール 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①事前学習会
②聞き取り
調査準備

③聞き取り調査実施

⑤壁新聞制作

⑥校内発表会
⑦シンポジウム発表会

⑧島内展示

⑨小冊子制作
配布

④調査結果とりまとめ

⑩企画
提案



 

4 

【成果物】 

1．噴火災害体験者や防災関係者に子どもたちが聞き取り調査をし、その結果や感想・メッ

セージを取りまとめた 壁新聞（校内掲示発表、島内公共施設巡回展示、噴火 30 周年

シンポジウム会場での展示および口頭発表を行う） 

2．壁新聞を取りまとめた 小冊子の報告書（島内はもとより、島外の火山地域にも広く配布

する） 

【本プランの特徴】 

1．災害・防災について子どもたちが「教えてもらう」という受動的な学習段階から、子ど

もたちが「調べる」、子どもたち同士が「伝え合う」、子どもたちから大人たちへ「発

信する」、といった主体的・能動的な行為に発展させる取り組みであること。また、大

人たちが子どもたちへ伝え、それを受けた子どもたちが大人たちへ発信することによっ

て、防災意識向上の相互作用が期待できる取り組みであること 

2．これまで学校内あるいは保護者間のみで完結していた防災学習から、子どもたちが聞き

取り調査を行うことによって地域の大人たちとのつながりをつくり、取りまとめた調査

結果を島内で広く発信することによって、島民全体の防災意識の向上につなげていくと

いう、島ぐるみの波及効果が期待できる取り組みであること 

 

 

3．実施結果  

 

①事前学習会  

各学校にて、大島町教育委員会防災担当（本事業取り組み代表）により、本事業への導

入授業を行った。 

自分たちが暮らすこの島で再び起こり得る火山噴火災害への防災活動であり、「大人か

ら子どもへ、子どもから大人へ、今伝えたいこと」を主題として、児童一人ひとりが使命

感を持って取り組むことを確認した。また、火山噴火事象を科学的に知り、理解し、知識

を得て知恵にすることを確認した。 
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平成２８年度防災教育チャレンジプラン学習指導案 

平成２８年 月 日 

＊防災教育チャレンジプランの流れ説明 

１ 目 標 伊豆大島火山について知る 

      伊豆大島火山の噴火の様子について知る 

      伊豆大島火山の噴火と全島避難について知る 

      火山災害と防災について調べたいことを決め、班に分かれる。 

２ 場 所 教室（1 時限） （もしくは２時限扱い） 

 主な学習活動 支援上の留意点 担当 準備 

導 

 

入 

(10) 

1．防災教育チャレンジの開始 

○三原山の写真でこの山について

知っていることは？ 

○伊豆大島火山の噴火の様子と、避

難が必要な現象を確認する 

○《課題》この災害を知り、身を守

るためにどうしたらよいかを考

え、大人の人に伝えること 

○1986 年噴火を事例に考えさ

せる、噴火する／溶岩を流す 

○過去に起きたことなど 

○ビデオ（動画）  

○1986

年噴火の経

過ビデオ 

展 

 

開 

(25) 

２．火山についての確認 

○噴火での災害は？ 

溶岩流 火山弾 火山灰 

避難 島外避難 

○知識を身に付けたら、生かすこと

が大切。どのように生かすのか 

○ビデオで見た噴火の様子を思

い出す 

○自分のいる場所によって避難

方法や一次集合場所、避難場

所が違うことを確認させる 

 

○ハザード

マップ 

 

○噴火警戒

レベル 

展 

 

開 

(25) 

噴火災害から身を守るのは 

○噴火警戒レベル 

○避難場所・避難港・組織 

○噴火の規模・場所（噴火口）に

よって避難方法や避難する場

所が違うことを確認させる 

○役場、消防本部、警察、消防

団、インフラ整備：班ごとに調

べたいことを決める 

 

○ワーク

シート 

 

３．各班で調査事項を決める（調

べたことと、防災についての関係

を必ず入れること） 

○火山（噴火メカニズム）について

／1986 年の避難について／防

災対策について／組織 消防団 

消防本部／島民の様子／避難の

仕方や火山災害について／火山

に関する文化／知識／一次集合

場所／避難場所 

 

 

 

終 

末 

(5) 

４．火山防災について簡単にまとめ

る／次回確認（地域の人にインタ

ビューするための質問事項を考

える） 

○自分で判断して、直ちに避難

しなければならない場合もあ

ることを理解させる 
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３ 評 価 

・伊豆大島火山について知ったか。 

・噴火災害について分かったか。 

・噴火した場合の防災の必要性を考えることができたか。 

・次回からの取り組みに意欲が持てたか。 

 

ワークシート 

 防災チャレンジ  伝えよう火山防災   月  日（  ） 

１ 今日の目標 

  伊豆大島火山を知って、自分たちの身を守ることを考えて、大人に伝えよう 

２ 伊豆大島火山について知った事は？ 

 

３ 火山噴火から私達や大島を守るにはどのような事を知り、みんなに伝えればよいか 

 

４ 自分たちの班では何を調べて、何を伝えるか？ 

 

◎次回は、調べることを決めます。 
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②聞き取り調査準備  

各学校で担任教員主導そして必要に応じて教育委員会防災担当とのＴＴ指導体制で実践

した。 

 

 

平成２８年度防災教育チャレンジプラン学習指導案 

平成２８年 月 日 

第２時限 

１ 目標 地域の人にインタビューする内容を決めよう 

     各班で調査内容についての確認 

     調査内容についての、インタビューの内容を考える。 

     記録の仕方の指導を行う。カメラ 

２ 場所 教室（1 時限） 

 主な学習活動 支援上の留意点 担当 準備 

導 

 

入 

(5) 

1．ミッション確認 

○前時の復習確認 

○これからの予定 

○理解する 

○伝えることを確認する 

○調べて まとめる 

○伝えるために模造紙に書く 

○発表する 

 

○前時の

ワークシー

トで確認 

展 

 

開 

２．調べる内容を確認する 

○記録係、写真撮影係が必要なこと 

○インタビューする場所を決める 

○インタビュー内容を決める 

○班長 各係を決める 

○ワークシート使用 

 

○ワーク

シート 

ま 

と 

め 

３．本時の復習・確認／次回の確

認 

○自分の役割の確認 

 

 

 

３ 評価 ・調査内容に沿ったインタビューを考えたか 

     ・どの様な人にインタビューするのが良いか考えたか 

     ・自分の役割を確認して、意欲をもてたか。 

 

３時限目以降 

 ○調査活動・インタビュー 

〇まとめ 

 〇壁新聞記事内容の計画、構成計画、割り振りなどに進む 
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③聞き取り調査の実施  

聞き取り先として、関係諸機関（大島町防災対

策室、伊豆大島火山防災連絡事務所、消防本部、

消防団、伊豆大島ジオパーク推進員会、老人会、

ＰＴＡなど）を想定し、児童の質問内容によりア

ポイントをとった。保護者への聞き取りについて

は、学級だよりなどで活動紹介を行い、夏休み中

の家庭課題として取り組む旨を伝えた。 

聞き取り場所については、所要時間により相手

先訪問と来校依頼をしての聞き取りに分けた。 

火山を知るのに重要な場所として地域にある伊

豆大島火山博物館に来館し、気象庁伊豆大島火山

防災連絡事務所員や博物館ガイドにより解説を聞

いた。その後、地層切断面など、地域にある過去

の噴火の後を見学し、知識と実物を統合させる取

り組みを行った。 

以上のことから、実際に経験していないことも

地域を学習・観察することで学べることを児童に

学べることを示すことができた。 

新聞、ＰＣなども活用して情報収集を行った。

その際、インターネット上の情報の取り扱いには

注意が必要であることを指導した。 

 

④聞き取り調査の結果のとりまとめ  

取材資料、インタビュー内容を整理した。 

これまでの学習で、情報のまとめ整理にあまり

慣れていない学年や個々の児童の様子を把握し、

随時指導した。それによって、多数の情報の中か

ら重要な情報を見出し、まとめる作業が少しずつ

上達していった。 

 

⑤壁新聞制作  

記事の割り付けを考え、見出し検討し、まとめ

た情報を壁新聞の記事とした。 

写真資料を選定した。 

 

 

  

地域の方からの聞き取り 

火山博物館で噴火災害の説明 

町の防災対策の説明 

まとめ作業 
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⑥校内発表会  

島内発表会に先立ち、校内発表会を行い全校児童へ伊豆大島火山の噴火特徴など火山噴

火における噴火災害を周知し、噴火災害防災意識の向上を図った。各校で開催時間などを

工夫し、朝礼昼の児童会などの時間を利用して全校児童に発表した。 

内容が低学年にはやや難しいこともあったが、これから噴火が起こる可能性があること、

その時の準備が必要であること、しっかり避難することなどを発表から知り得たものと考

える。また、児童は多人数を前にした発表に不慣れな児童も多く、島民向け発表の練習に

もなった。 

 

⑦「噴火 30周年シンポジウム」での発表  

児童発表の前に、北海道大学名誉教授 岡田 弘

先生の『次の噴火にどう備えるか？ …内外の直

撃回避の減災例から学ぶ』と題した講演があっ

た。大人向けの内容ではあったが、小学生でも理

解できるよう、国内外の火山噴火災害や減災事例

を科学的に説明していただいた。児童は、情報収

集の際に専門家から火山の説明を受けているた

め、火山噴火・防災用語も含めて、講演内容に聞

き入ることができた様子であった。 

 

そして、３校生徒による壁新聞発表会を開催した。 

 

噴火30周年シンポジウムの様子 
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⑧島内展示  

島内の大島役場・出張所や火山博物館のホール

にて、各校壁新聞の巡回展を行い、地域の方々へ

の発表掲示の取り組みとする。 

伊豆大島火山博物館では、観光客に向けたア

ピールも念頭に、平時の伊豆大島火山監視観測体

制や、噴火警戒レベルと町の防災体制などの紹介

も行う予定である。 

 

⑨小冊子制作・配布  

事業の趣旨、実践内容、成果などをまとめ、噴火災害防災の資料として島内外に配布す

る。また、今後、継続実施していくための資料とする。 

 

⑩今後に向けた企画会議の実施  

防災教育の継続には教育課程への組み込みが欠かせないことから、大島町教育委員会で

防災教育の充実を施策とした。また、小中学校の取り組みとして島内東京都立高校にも防

災教育資料として配布した。島内生活指導主任会において、本事業取り組みの紹介をし、

今後の防災教育充実を確認する。 

 

  

  

 

大島町体育祭体育レクリエーション大会での 

展示の様子 
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4．活動成果  ～  子どもたちの壁新聞  
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5．実施成果と今後の課題  

 

1．伊豆大島では、近年、中規模噴火が 40 年弱間隔で繰り返し発生しており、前回噴火か

らは来年で 30 年が経過する。遠くない将来に発生し得る次期噴火に対し、子どもたち

自らはもちろん、周りの人たちの身を守るために、その備えと適切な判断・安全な避難

行動を取るための知恵が習得できた。同時に、火山島で生きる人々の自然に対する畏怖

と畏敬の念を児童が体感し、ふるさと大島で生きることをも実感した。 

2．大人たちが子どもたちに自らの体験談や防災対策を伝えるという行為と、その行為を受

けた子どもたちの反応を知ることによって、自分自身・地域・島全体の防災力の現状を

見つめ直し、その課題に気づき、伊豆大島の未来を担う次世代に対して今後何をする必

要があるのか、何が残せるかを真摯に考え、実行する契機となった。 

  30 年間という時間経過で起こった人口減少や生活環境の変化などを知り、それゆえに

誘引された具体的な課題を確認し、その課題解決に向けて検討を行った。その結果、児

童が「将来、大島に残ったら消防団などに入って島民を守り、島の安全に寄与したい」

と語るなど、大島の現状を考え、大島の未来を考えるという経験をすることができた。

特に学習成果を発表することで、学びが人の役に立つことを実感できた。 

3．近年、日本各地で火山活動の活発化が危惧されているが、山頂付近の局所的な影響のみ

ならず、人間の社会生活に被害を与える噴火災害について全国に発信し、適切な対策・

対応を考えていく契機となった。 

４．火山島での生活と自然災害は切り離せない。本噴火災害への取り組みを基に、他の災害

防災にも取り組むことで、今後の学校防災教育の充実を図る。 

 

 

◎本事業関連資料 

【関係機関】 

気象庁伊豆大島火山防災連絡事務所 Tel. 04992-2-1166 

大島町防災対策室 Tel. 04992-2-0035 

伊豆大島ジオパーク推進委員会事務局 Tel. 04992-2-1444 

東京都大島町 URL https://www.town.oshima.tokyo.jp/ 

伊豆大島ジオパーク「伊豆大島火山について」 

URL http://www.izu.-oshima.or.jp/geopark/volcano/indexhtml 

【参考資料】 

「火山防災に関する参考資料」大島町防災対策室 

「大島町防災資料 CD」学校配布用 

伊豆大島ジオパーク推進委員会・気象庁伊豆大島火山防災連絡事務所 

「火山 その監視と防災」気象庁 2015 年 3 月改訂版 

「防災の手引き」【地震・津波】東京都大島町防災対策室 2015 年
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